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( 1 ) 第14回目 の 講義ノ ートの 定理2. を
参照せよ

(2 ) 行列式 のサイズのに 関する 帰納法により

示す
(I) h= 1 αとき la = A . より 明らか
(丘) n = k α とき * ) が 成り 立っていると

仮定する

h = R+ 1 のときを 考える
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よって n= kt 1 のときも * ) ∂ 正 しい

以上( エ), (π ) より * ) はすべての自然故 のに
ついて 成り立 っ 肉
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